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思 与式= 3 + 6
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(2 ) 与 式 = 12 xt 3 y - 5 x t 10 y

= 17 x t 13ymm
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= Y ( x + 2( x- 2 )mmm

( 5 )

辺 ABEねじれの 位置に

あるのは
、

辺 CF .
辺 DF .

辺EImmmmm



( 6) y = x , = x = - 3
.

y = 2 を 代入 して

2 =

-⇒ a =～

して )

LABD と O CBD で

" 込 仮定 より

30

イ , 00
\ AB = CB ー の
300

AD = CD 一 ②

ー
ー

共通 な 辺 は 等 しからー

BD = BD 一③

) 400
110

?

①
.

②
.

③ より 3組の辺が
i
ー

それぞれ等しいの

LABD ≡ L CBD ー④

対応 する 角 は 等しいから
∠ BAD = ∠ BCD ⇒ ∠ BCD - 1100

O CBD で 三角形 の 内角 の 和 は 180 より

∠ BDC = 180- 40- 1100

= 300

④ より 対応 する 角 は 等 しから

∠ BDA =∠ BDC ⇒ LBDA = 30
~

よって

∠ ADC = 30
"

± 30
"

=6



( 8 ) 表 より 40 分以上 50 分未満 の 相対度数 は

= 0.

回
( 1 ) やや難

紅茶 : 牛乳 : コ ー ヒ ー

ミルクティ ② : ① ⇒ ③
コ ー ヒ ー 牛乳 山 : 止 ⇒ ②

ミルクティとコヒー 牛乳 は 同 じ 量 なので
③ = ②

紅茶 : 牛乳 : コ ー ヒ ー

ミルクティ ;②④ .- … 、× 2

コ ー ヒ 牛乳 営 : … × 2

山

紅茶 : 牛乳 : コ ー ヒ ー

ミルクティ ;②④

コ ー ヒ牛乳 ③ : ③

④ : ⑤ : ③

⑤ = 350 ml ⇒ ① = 70 mL

よって

紅茶 = ④ = ①× 4 = 170 mL × 4 = 280ml
～～

コヒ- = ③= ① × 3 =70 mL × 3 =210 mL
m



(2) やや 難
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AQ + QP が最小 ⇒ 展開 国 において , A
,
Q

.

Pが
ー直線上 にある

。

右上国 のように 展開国 を 考 える 。

O OAB
,

O OBC は 正三角形 より

∠ AOB =∠ Boc =6
:∠ EOA = 180 - 60 -60 =6

O OE C は 30- 60
~

- 90 ~

の 直角 ≡ 角形 であり
、

OE = 2 cm であるから
～～～

⇒金
OE : EA = 1 :3 EA = 2Bemm
2 cm

OAEP で 三平方 の 定理より
tP =√5
ー

=√ 25t
ー

2
B 7cmn

= 7



( 3)

① 20 19 年 の 中央値 は 1000 匹未満 である
。①

eo 0 o 0 o 0000 s 000000.
少 なくとも 1000 匹末満

七 中央値 = 1000 匹未満
よって

,
少 なくとも 15 日 は 1000 匹未満 であるから

1000 匹末満 の 日数 は 15 日以上 ある
～

15 日 を 含む
② 2019 年 の 最 大値 は 6000 ～ 7000 匹

20 20年 の 最大値は 2000 ～ 3000 匹

2021 年 の 最大値 は 16000 ～ 17000 匹

よって 7000匹以上観測 されたのは 2021 年 のみ

③
sossoons , on,
oo デ ーク

- ～R
00 πェ、 不明

第 1四分位数 15 日 第 3 四分位数
2000 ～ 3000 10000 ～ 11000

デ ー タを 小 さ …順 に 並 べたとき 3000匹以 上 が

何番目 になるか 不明 のため 3000 ～ 10000 匹 が

15 日 以 上 あるか 分 からない

④ 2021 年 の 中 央値 は 4000匹以⑤
⇒ 15 日以上 は 4000 匹以上 を観測
2019年 の 第 3 四分位数は 2000 匹 未満
⇒ 多 くとも 17 日

が

2000 匹以上

よ。 て
,
4000 匹以上 の 観測 された日 は 2021 年 は

2019 年 の 2倍以上



(補足 ) ④ について

2021 年

oo 000 o 0000 so 0 o 0 o 0 s

000
少 なくとも 4000匹以上

中央値 = 4000 匹以上

2019年

noonooooo,, , ,
,

so位染～ ∞

タタくとも 2000 匹

第 3 四分位数 以上

⑦
= 2000 匹未満

2000 ⇒ ⑦ ⑨ < 4000
2

仮 に ① を 4000 とすると

⑦ ← 4000 < 4000 ⇒ ③< O

となる 。 したがて 少 なくとも ⑨ は 4000 匹以上 で

な …

③ BE の 長 さを S とする

い ) OOBA = I × (4 + s ) × 3

= 3 St 6
O OBA = 9 より

,

4
1 話 s ← 6 = 9
3

bo
\ ー

S
/ 4

/

Bs = 3 8 s = 2E

よて
B

の x 座標は 一 2
～



( 2 )

ロ DBAC が 正方形
⇒ LBDC = LBCD = 900

⇒ 点 D
.

点 B の Y 座標 は七"! 才 しい .

⇒ 点 D と 点CxF Y 軸 に8 #で地 ついて 対称 である
。

B追ー
⇒点 B と 点 A も Y 車敷
～

( t -3 ) (t
,

-3 ) ついて 対称 である 。

～

⇒点 D と 点 B
.

点 CE
点 A α x 座標 をヒとする

。

点 A の x座標 が
A . ( t - 3 )

それぞれ等 し…

B: L - t . - 3 )

C : (t . 4 t ) ⇐ y = 4 x 上 にあり x = t なので

D : ( - t . 必た ) ⇐ = * x 上 にあり x = - t なので

ロ DBAC は 正方 形 なので BA = AC
.

BA = t - ( - t ) = 2 t
～

AC = 出 t ー ( -3 ) = t 3 ～
～

よて

2 t = It + 3 2 # t - 2 t + 3 = 0 2 両辺
× 4

t
ュ
- 8 t + 12 = 0

⇒ ピ ー δ t t 12 = 0

⇒ ( t - 2 )( t - 6 ) = 0

: t = 2
,

6
.



点 A の x 座標 は 正 なので t = 26 はともに満たす

よて 2
.～

毋
OAEC と LABD に

軍 おて
X

0
ニ

半内 の 弧 に 対 する
Λ 円周角 であるから
X Λ
X

い LACE = LADB ー①

平行線 の錯角 であるから
∠ CAE = LADO ー②

OA = OD であるから OOADはニ 等辺三角形
よって

LADO = LDAB ー③
②

.
③ より

∠ CAE = LDAB - ④

① ④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OAEC ∞ O ABD(証明終 わり



⑤
( 1 ) Y = ax tb とおく。 次関数 では 傾 き =

変化 の 割合 なので

Y の 増加量 ∞

( 0 , 100
)

4

a =
- 8

x の増加量

=

2 -1009 [492 )
4 - 0

= 歩
=
- 2

よ , て y = - 2 x t b で
(

0 , 100 ) を 通 るので

b = 100

∴ . y = - 2 x tim
～

(2 )

P 市 から Q 島 まで 12 km あり 分速 1
.

2 km で

進 むから
12 ÷ 12 = 10 分

したがって

P 市 → Q 島 : 10 分

Q 島 → P 市 : 10 分

である 。 よってて

O ≤ x ≡ 10 … 5 kg の荷物 をのせたときのグラフ
LO ≡ x ≡ 20 …荷物 をのせないときのグラフ

となる
。



O ≡ x ≡ ( 0 のとき

Y = ax tb とお ∠ と
,
( 0

,

100 )
,

( 4
,
82) を 通 る

ので
,

a =
はの 増加量

.

( 0 ,
100 )
14

x の増加量
- 18

82 - 100
二 X

み - 0 (4
,
82 )

=
=
- 29

よ , て ,
Y =

- 29 xt b で ( 0, 100 ) を 通 るので
Y = 100

∴y =
- 29 x t 1 oo

: : で x = 10 のとき

y =
- & × 10 + 100

= 55

なので ( 10
,

55 ) を 通 る
~

～

I 0 ≡ x ≤ 20 のとき

( 1 ) より y = - 2x t 100

ここで x が10増加 したとき
～



-2 =

Y の 増加量
x の 増加量

☆ Y の 増 加量 = - 2 × x の 増加量
- 20

～

= - 2
～

グラフは以下 の 通 り

∞ーム
( 0 , 100 ) を 通 る

y = - 29 x + 100

ー
ん ( 10 , 55 ) を通 る

ー
10の

ー 20

↑ .
y = - 2xt 100

<説明 >

往復 で 20 分 かかるが
,
20 分後 のバッテリ ー 残量

は 35 %である 。 バッテリ ー 残量 が 30 %以下 になら

ないため
,
A 社 のドロ ー ンは 宅配サ ー ビスに利用

できる
。



回
( 1 ) カ ー ドの 取 り 出 し 方 は4 通 り

太郎 さんが 移動 させた 後 のコマの 位置が
頂点 B となるのは ① のカ ー ドを 取 り 出 した

ときのみである ⇒ 1通 り 。よて 求 める確率 は

玄
( 2 ) 先 にカ ー ドを 取 り 出 す 人 = 太郎さん
太郎 さんが 勝 つには
太郎 さんのカ ー ドによって 頂点 B にいて

さらに
、 次郎 さんのカ ードによて 頂点 B以外にる

とき

である
。 太郎 さんが 取 り 出 したカ ー ドによって 頂点

B にくる確率 は
(

) より 亡
～

⇒ □ のカ ー ドを取 り

出 したとき
。

このとき
袋

の 中 には ② . ③ . ④ のカー ドが 残 て

いる
。次郎 さんが ④ のカ ー ドを 引 くと 。 コマは

び了再負点 B にくるので 引 き 分 けとなる

よって 太郎 さんが 勝 つには 次郎 ±んが ②
.

B の

いずれかを 取 り 出 す 必要 がある
、

⇒ 3 枚 のカ ー ドの 取 り 出 て 方 は 3通 り
。

このう 5
.

② または ③ のカ ードを 取 り 出 すのは 2通り 。よって

次郎 さんが ②
.
③ を 取 り 出 す 確率 は急



以 上 より 太郎 さんが 勝 つ 確率 は

市L
一方 後 からカ ー ドを 取 り 出 す 人 = 次郎 さんより
次郎 さんが 勝 つ 確率 を 考える

次郎 さんが 勝 つには

太郎 さんのカ ードによて 頂点 B 以外 におり
さらに 次郎 さんのカ ー ドによって 頂点 B にいる : と

である 。

太郎 さんの 取 り 出 したカ ー ドでコマが 頂点 B以外
にいるのは 取 り 出 したカ ードが ②

.

③
.

④ のとき
。

⇒ カ ードの 取 り 出 し 方 は 3通りなので 確率 は ③
。 太郎 さんが ② をひいたとき

次郎 さんのカ ー ドで 頂 点 B にいるには ③ をひいた

とき ⇒ 1 通り

。 太郎 さんがをひたとき⑪
次郎 さんのカ ー ドで 頂点 B にいるにはをひた回
とき ⇒ 1 通 り

。 太郎 さんがを µ たとき④
次郎 さんのカ ー ドで 頂点 B にいるにはをひいた①
とき ⇒ 1 通 り

よって
,
次郎 さんの 取 り 出 したカ ードで 頂点 B



にくるのは 1 × 1 × = 1 通 り
。

したがって 次郎 さんの 取 り 出 したか ー ドで 頂点 B

にくる確率 は速 ゆえに 次郎 さんが 勝 つ確率は

E × 5 -然
以 上 のことから 先 にカ ードを 取 り 出 す 太郎 さんが
勝 つ 確率 は 山 であり 後 からカ ー ドを 取 り 出 す

次郎 さんが 勝 つ 確率 は 出 である 。

吉 = 3
,
# = 3 ⑪ ⇒ ⑪

:30 よりく出
よって 。 先 にカ ー ドを 取 り 出 す 確率より後 からカ ードを

取 り 出 す確率 の 方 が 大 きいから 後 からカ ー ドを

取 り 出 す 人 が 勝 ちやすい

⇒


